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く
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を
す
す
め
て
く
れ
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ず
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。
推
せ
ん
し
ま
す
。

県
政
に
新
し
い
波

山下たかあき君を推薦します！

山下たかあきプロフィール

現場主義の大型
新人
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1980 年（昭和 55 年）9月26日練馬区生まれ
私立　武蔵中学・高等学校卒
私立　早稲田大学商学部卒
元衆議院議員　神風英男　秘書
参議院議員　上田清司　秘書
2015 年　朝霞市議会初当選（２期）
家族：妻　知子（朝霞市立三小・二中卒）
趣味：お酒は少々以上
好きな食べ物：なんでも食べるがつぶあん嫌い。居酒
屋メニューが大好き、仕上げにラーメン、妻と名店探
しの食べ歩き、飲み歩き
小学校では剣道、中高ではバスケに打ち込み、現在

ではソフトボールチーム「サハラ」でたまに強打者とし
て活躍。朝霞の特産のにんじんを使った「にんじん焼
酎へべれけ」の立ち上げにも尽力。和光さんさ踊りの
会に参加し、復興支援活動も継続中

朝霞市議会
民生常任委員会　委員長
総務常任委員会　委員長
朝霞・和光資源循環組合　議員　など
朝霞市消防第５分団
朝霞市商工会青年部
一般社団法人　朝霞青年会議所
などのメンバーとして活動中
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人にやさしいまちへ
朝霞台・北朝霞駅
周辺の未来ビジョン
　駅周辺の快適な歩行空間確保、にぎ
わい創出のための商業活性化、複合公
共施設の新設、黒目川沿い・北朝霞公
園野球場のさらなる有効活用に向けて
将来像を描いていきます。

　少人数学級対応のための
校舎増築負担軽減に向けた

新たな補助金創設に取り組みます。
　休日や夜間における学校教育施
設の有効活用を進め、地域の特色あ
る教育を推進します。

　第２期整備区間早期整備のための
財源確保と沿道活性化に向けた土地
利用を進めるとともに、災害時に有効
活用できる対策を実施します。

基地跡地内公園利用地
・シンボルロード
　国有財産法に則る無償貸し付け及び
土壌汚染等の処理について、国に対す
る県の支援・協力を更に求めるとともに、
朝霞エリアビジョンに基づく周辺地域の
活性化を推進します。

朝霞駅南口駅前通り

福祉
　高齢者、障害者、生活保護、児童等、
総合的な相談支援体制を整備します。
　専門的な知識を有するアドバイザー
派遣、先進事例などノウハウの共有、複
合する課題に対応できる人材育成等、
市町村への支援体制を強化します。

新河岸川・黒目川
　水害対策として、汚泥除去等の河道
掘削を定期的に実施するとともに、土
手のかさ上げを行います。
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教育

　安全な歩行空間を実現し、軒を連ねる店舗から賑わ
いが滲み出る場所へ、一方通行化等の交通規制、ユニ
バーサルデザイン化、無電柱化を推進します。
　「人と人、人とまちのつながり」が生まれる拠点とし
て、みんなの笑顔があふれる場所を実現します。

県政に

新しい波

〈SNSを活用した情報収集体制のイメージ〉みんなで守る
防災・防犯
防災・防犯に対してはまず、その予防を地域ぐる
みで取り組むことが大切です。地域特性を踏まえ
たインフラ対策を整備すると共に、民間の関係団
体を含めた情報共有ネットワークを強化し、誰ひ
とり取り残さない社会の実現に取り組みます。

安
心
・
安
全

＊SNSを活用した災害等の情報収集・発信の強化
＊女性視点の防災・防犯体制の確立
＊避難行動要支援者に対する情報共有体制の整備

＊SNSを活用した災害等の情報収集・発信の強化
＊女性視点の防災・防犯体制の確立
＊避難行動要支援者に対する情報共有体制の整備

朝霞市民、住民
＠○●◎◇◆
地震により多
くの建物が倒
壊しています。
朝霞市○○町
○丁目

避難行動要支援
者に対する救助
体制に活用

警察、消防、消防
団等、関係機関と
の連携に活用

必要な人的、物的
支援実施の判断
に活用

朝霞市内で建物倒壊が至る所で
発生していることを把握

朝霞市役所危機管理室


